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３ 議事  表二の門等の保存修理方針（素案）について  ＜資料１＞ 
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５ 閉会 
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屋根面の漆喰塗については、江戸期に最も近い状態の

古写真を根拠に、棟の飾漆喰の形状を整備する方向で検討
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重要文化財名古屋城表二の門及び附属土塀の整備スケジュールについて 

 

（整備スケジュールに関連する要素） 

・重文表二の門の保存修理を行う際に、門柱の傾斜補正を行う必要があることから、土塀の

解体修理をあわせて行う 

・雁木の復元整備のための調査、検討を行い、史跡整備の方針を定めてから、土塀柱脚の固

定（耐風対策）方法を検討する 

・内苑の防災避難経路及び城内の他整備事業との調整 

 

（雁木の復元整備について） 

・雁木は特別史跡指定時に既に取り壊されており、復元整備は保存活用計画に記載のない事

項であることから、復元検討のための調査を行う。復元が可能と判断し、協議が進められ

れば、保存活用計画に追加する。 

 

（今後のスケジュール） 

 

 
事業区分 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ６年目 ７年目 ８年目 

門 修理   実施設計 
解体 

修理工事 
修理工事 修理工事 

土塀修理 
（雁木修復計画にあわせ 

 基礎固定方法確定） 

実施設計 

（柱脚部設計） 

解体 

詳細設計 
修理工事 

修理工事 

（控柱脚部 

 固定工事） 

修理工事 

雁木復元 
雁木調査 

復元検討 
復元設計  復元工事 復元工事 
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